
が、そのぶん、わたしたちは国内でモノを買い、サービス

を受けるようになるので、内需には貢献するという側面も

ありえます。

円安による国力の低下

最後にもうひとつ、円安の大きなデメリットを書いてお

きます。

年収 5 万ドルのアメリカ人男性と、 

年収 500 万円の日本人男性がいます。 

どちらのほうが、高収入といえるでしょうか？　 

為替レートに応じて答えてください。

①　1ドル＝80円のとき

②　1ドル＝100円のとき

③　1ドル＝120円のとき

アメリカ人男性の年収 5 万ドルは、1 ドル 80 円で換算

すると 400 万円ですね。①の場合は、年収 500 万円の

日本人男性のほうが高いことになります。それが 1 ドル

100 円になるとどちらも 500 万円で同額となります。そ

して、１ドル 120 円まで円安になると、アメリカ人男性

が 600 万円となり、日本人男性の年収を上回ります。まっ

たく同じ仕事をして、それぞれの国の通貨では年収も変わ

らないのに、グローバルに比較すると、いつの間にか他国

の人よりも年収が低くなっている。こんなことが円安のせ

いで起きているのです。

これは国単位でも同様です。円安により日本の国力は落

ちました。

たとえば、日本と中国の GDP を例に考えてみましょう。

GDP とは国内総生産のことで、その国の経済規模を表す

数値です（第 3 章で説明します）。

日本は 1967 年以降、2008 年まで長らく世界第 2 位

の経済規模を誇ってきました。それが 2009 年に中国に

僅差で抜かれて３位になってしまいます。

さて、抜かれてから６年たった 2015 年時点では、日

本と中国の経済規模はどのくらいの差になったでしょう

か。

2010 年から 2015 年までの間、中国は大体、年間８％

程度の経済成長をしていました。2009 年の中国の経済規

模を 100 とした場合、10 年は 108、11 年は 116、12
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図表９　円安で所得が下がる

円安になると日本人の所得は
相対的にダウン

$1＝￥80のとき	 ¥ 4,000,000

$1＝￥100のとき	 ¥ 5,000,000

$1＝￥120のとき	 ¥ 6,000,000 　

＜

＝

＞

為替レート

＄
 50,000

¥ 
5,000,000
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